
校種：小学校第４学年

教科：国語科

教材名 「ウミガメの

命をつなぐ」

第８／９時



教材名

「ウミガメの命をつなぐ」

単元名

「ここが〇〇！生き物の
ひみつを友達に紹介しよう」



「言語能力を育成する中心的な役割を担う国語科にお
いては，言語活動を通して資質・能力を育成する。

言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現する
資質・能力を育成するとしているのは，この考え方を示
したものである。」 【小学校指導要領解説 国語編Ｐ12】

（そのことを踏まえると）

持続可能な社会の創り手を育成していくためには、

「国語で正確に理解し

適切に表現する資質・能力」を育成する
ことがより必要になっていくだろう。

どの教科を指導する際にも言語活動が重要

3

視点１ 関連 視点２ 学習活動 視点３ ＩＣＴの活用 視点４ ポイント

視点１ 国語科と「持続可能な社会（の創り手）」との関連
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各教科における見方・考え方（国・社・算）

国語 「言葉による見方・考え方」
言葉による見方・考え方を働かせる
とは，児童（生徒）が学習の中で，
対象と言葉，言葉と言葉との関係を，
言葉の意味，働き，使い方等に着目
して捉えたり問い直したりして，

言葉への自覚を高めること

解説国語編

社会 「社会的な見方・考え方」解説社会編

算数 「数学的な見方・考え方」解説算数編



児童が学習の中で、

①対象と言葉、言葉と言葉との関係を、
②言葉の意味、働き、使い方等に着目して
③捉えたり問い直したりして、

言葉への自覚を高めること

であると考えられる。

言葉による見方・考え方を働かせるとは

小学校学習指導要領解説

国語編 P１２



言語能力を育成する中心的な役割を担う
国語科においては

言語活動を通して資質・能力を育成する。

言語活動を通してとは

言語活動を通して、国語で
正確に理解し適切に表現する資質・能力を育成する

としているのは，この考え方を示したものである。

小学校学習指導要領解説 国語編 P１２



国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力とは

①国語で表現された内容や事柄を正確に理解する資質・能力

②国語を使って内容や事柄を適切に表現する資質・能力

③国語の使い方を正確に理解する資質・能力

④国語を適切に使う（＝適切に表現する）資質・能力を含んだもの

そのために必要となる



連続的 ⇔ 同時的

①正確に理解する資質・能力 ②適切に表現する資質・能力

表現する内容となる
自分の考えなどを形成するためには

国語で表現された様々な事物、経験、
思い、考え等を理解することが必要

小学校学習指導要領解説国語編 P１１



教科目標の冒頭

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通し
て、国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を
次の通り育成することを目指す。

「言葉による見方・考え方」を働かせる姿を

いかに具体的に描くかが、

授業改善を進めるうえで重要。

〇対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言
葉の意味、働き、使い方などに着目して捉
えたり問い直したりして、言葉への自覚を
高めることである。

国語科の目標



視点２ 授業における「個別最適な学び」と
「協働的な学び」を一体的に捉えた学習活動

視点１ 関連 視点２ 学習活動 視点３ ＩＣＴの活用 視点４ ポイント

学習のゴールで
ある「自分が興
味をもった生き
物」紹介をする
際に、その選ん
だ理由について
叙述を基にしな
がら自分の考え
をまとめる。

主教材での学習
指導を行いなが
ら単元を通して
並行読書にも取
り組むことで、
それぞれの興味
関心に応じた生
き物（学習）に
取り組む。

文章を読んで感じた
ことや考えたことを
交流することで、自
他の相違に気付き、
一人一人の感じ方や
考え方について考え
て、そのよさを見付
けることで自己に生
かしていく。

指導の個別化 学習の個性化 協働的な学び



視点２ 授業における「個別最適な学び」と
「協働的な学び」を一体的に捉えた学習活動

視点１ 関連 視点２ 学習活動 視点３ ＩＣＴの活用 視点４ ポイント

指導の個別化

学習の個性化

協働的な学び

選んだ理由について叙述を基に
しながら自分の考えをまとめる。

それぞれの興味関心に応じた生
き物（学習）に取り組む。

交流することで、自他の相違に
気付き、一人一人の感じ方や考
え方について考えて、そのよさ
を見付けることで考えの形成に
生かしていく。



視点３ 個別最適な学びと協働的な学びの
学習活動に応じたＩＣＴの活用

視点１ 関連 視点２ 学習活動 視点３ ＩＣＴの活用 視点４ ポイント

興味を惹き付ける、理解を促す 電子黒板 デジタル教科書

調べる、表現する 検索機能 入力機能
ローマ字入力
音声入力
手書き入力

思考を整理する、思考を形成する 思考ツール 共同編集機能

伝える、紹介する 実物投影機
カメラ機能

スライド機能
プレゼン機能

広げる、深める 参考動画 学習動画

協働する、交流する、共有する 共同編集機能 コメント機能
メッセージ機能
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④抽象化チャート

◆思考ツール 【抽象化チャート】
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並
行
読
書
で
読
ん
だ
本

中心となる語や文

◆思考ツール【クラゲチャート】

順序

要約する文
（180 字）



視点４ 個別最適な学びと協働的な学びを一体的に
位置付けた「授業デザイン構想例」

視点１ 関連 視点２ 学習活動 視点３ ＩＣＴの活用 視点４ ポイント
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視点４ 個別最適な学びと協働的な学びを一体的に
位置付けた「授業デザイン構想例」

視点１ 関連 視点２ 学習活動 視点３ ＩＣＴの活用 視点４ ポイント



視点４ 個別最適な学びと協働的な学びを一体的に
位置付けた「授業デザイン構想例」

視点１ 関連 視点２ 学習活動 視点３ ＩＣＴの活用 視点４ ポイント



視点４ 個別最適な学びと協働的な学びを一体的に
位置付けた「授業デザイン構想例」

視点１ 関連 視点２ 学習活動 視点３ ＩＣＴの活用 視点４ ポイント



視点４ 個別最適な学びと協働的な学びを一体的に
位置付けた「授業デザイン構想例」

視点１ 関連 視点２ 学習活動 視点３ ＩＣＴの活用 視点４ ポイント



視点４ 個別最適な学びと協働的な学びを一体的に
位置付けた「授業デザイン構想例」

視点１ 関連 視点２ 学習活動 視点３ ＩＣＴの活用 視点４ ポイント



Åここ
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〔思考力、判断力、表現力等〕

日常生活における人との関わりの
中で伝え合う力を高め、思考力や想
像力を養う。

（具体的には）
Ａ 話すこと・聞くこと
Ｂ 書くこと
Ｃ 読むこと

29



〔思考力、判断力、表現力等〕

伝え合う力を高めるとは，
人間と人間との関係の中で，
互いの立場や考えを尊重し，

言語を通して
正確に理解したり
適切に表現したりする力を高める
ことである。



〔思考力、判断力、表現力等〕

思考力や想像力を養うとは，

言語を手掛かりとしながら
論理的に思考する力や
豊かに想像する力を養う
ことである。



〔思考力、判断力、表現力等〕

思考力や想像力などは

認識力や判断力などと

密接に関わりながら、

新たな発想や

思考を創造する

原動力となる。



33

小学校学習指導要領解説 国語編 P１２・１３

思考力

認識力 判断力

想像力

新たな発想や思考を創造する原動力

未知の状況にも対応
できる「思考力、判断力、表現力等」



小学校学習指導要領解説 国語編 P９



小学校学習指導要領解説 国語編 P１６



小学校学習指導要領解説 国語編 P１６



小学校学習指導要領解説 国語編 P２８





小学校学習指導要領解説 国語編 P２８・２９



小学校学習指導要領解説 国語編 P３２





小学校学習指導要領解説 国語編 P３６





小学校学習指導要領解説 国語編 P３６



小学校学習指導要領解説 国語編 P９４



小学校学習指導要領解説 国語編 P９４



小学校学習指導要領解説 国語編 P９４・９５



小学校学習指導要領解説 国語編 P１０５



小学校学習指導要領解説 国語編 P105・106
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書

今
回
の

言
語
活
動

こ
の
物
語
を
読
み
な
が
ら
、
あ
な
た

は
ど
の
よ
う
な
情
景
を
思
い
う
か
べ
る

で
し
ょ
う
か
。
宮
沢
賢
治
が
え
が
く

物
語
の
世
界
を
味
わ
い
し
ま
し
ょ
う
。



53

読むから書くへ

Ҳ

書
く

読
む

自
分
の
考
え
を
書
こ
う

作
品
の
世
界
を
と
ら
え
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書
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作
品
の
世
界
を
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自
分
の
考
え
を
書
こ
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読むから書くへ Ҳ



学習のゴール
（あらかじめ例示しておく）

作
品
の
世
界
を
と
ら
え
る

こ
の
物
語
を
読
み
な
が
ら
、
あ
な
た

は
ど
の
よ
う
な
情
景
を
思
い
う
か
べ
る

で
し
ょ
う
か
。
宮
沢
賢
治
が
え
が
く

物
語
の
世
界
を
味
わ
い
し
ま
し
ょ
う
。





一
学
期

二
学
期

三
学
期



一
学
期



二
学
期



帰
り
道

や
ま
な
し

海
の
命

一
学
期

二
学
期

三
学
期



前学年、次学年を意識した系統的指導を念頭に置く必要がある

【系統的指導事項】⇔学びの積み重ね

海
の
命

こ
の
単
元
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
全
て
の

単
元
を
終
え
た
上
で
、

次
へ
「
つ
な
げ
て
」
い
く


